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身近の富士山を眺める
鬼ケ岳～十二ケ岳
実施日 ２０１３年５月２５日（土）
天 候 晴れ
リーダー 中村 友子
参加者 涌井良明、鈴木恵美子、石附

智江、渋谷京子、遠井謙策、
中村友子、伊藤久雄、石原勝
正、宇野輝代、宮下良之、徳
山敬子、佐藤政司、瀧澤きよ
の、G徳山さん妹 計14名

費 用 高尾駅⇔河口湖 3,360円 ﾀｸｼ
ｰ1,000円 ﾊﾞｽ510円 計4,870円

タイム 高尾駅(7:11∼８:43)河口湖駅(ﾀｸ
ｼｰ9:15)根場漁民荘(9:20∼9:35)
堰堤(9:35∼10:48)ブナ原生林標
識(10:48∼11:30)雪頭ヶ岳(12:1
0∼12:30)鬼が岳(12:35∼12:55)
金山(13:06∼13:20)節刀ヶ岳(12
:25∼13:35)金山(13:40∼14:25)
十二ヶ岳(14:40∼16:05)十二ヶ
岳登山道入口バス停(17:10∼17:
28)河口湖駅(17:41大月行)

2日前三浦雄一郎氏が80歳で3度目エ
ベレスト登頂のニュースが流れ80歳台
の人に勇気と感動を与えたと報道され、
「頑張って！頑張って！頑張って！」と
頑張ってを3回言った彼にも増し4回で
も5回でも唱えたいと思う昨今です。

河口湖駅からタク
シーにて漁民荘近
く登山道入口。ゲ
ストさんと合流、
東堰堤へと向か
う。そこからは急
登となり息がき

れる。途中休息を入れるも急登が続き
我々を苦しめ、ブナ原生林標識のある
場所に着く。休憩場所が有るわけでは
なく登山道に標識が立っているのみ。
変わらない急登が更に続き、パッと視
界が開けると雪頭ヶ岳山頂の標識があ
り、見下ろす
と西湖、周辺
道路、上に目
を向けるとち
ょっと霞んで
はいるが富士
山の眺めが素
晴らしい。素

晴らしい景色と心地よい風に当たりな
がら最高の場所で昼食。これから先は
多人数で昼食をとる場所がないので少
し早目の昼食とした。鬼が岳へはわず
かな時間だがハシゴがかかっている。

その手前にてクモイコザ
クラ発見。他の場所でも
見られるかと思ったが、
今年はどうなっている
の？見つけられない。鬼
が岳山頂からは西湖方
面、これから進む金山、

十二ヶ岳方面が望むことが出来、鬼の
角をバックに集合写真を撮り早々に金
山に向かう。順
調に金山まで進
みメンバーから
節刀ヶ岳へ寄り
道 の 提 案 が あ
り、ザックを置
きピストンする
ことにした。山
頂では登って来た雪頭ヶ岳、鬼ヶ岳が
望めた。十二ヶ岳への道のりはいくつ
かの岩稜ありロープありの気の置けな
い道のりで、先輩経験者のアドバイス
の元無事通過する事が出来た。私を含

め何人かの者は
ビクビクしなが
ら貴重な体験を
しスキルアップ
が出来た。よじ
登った目先にコ
イワイカガミの
可憐な花が風に

揺れ我々の疲れを癒してくれた。祠が
ある十二が岳を早々後にし、少し進み
下山道分岐。何ヵ所かロープを使いな
がらの急坂道、乾いた坂道は危険度を
増していた。十二ケ岳登山口バス停に
てレトロバスを待つこと40分、乗れる
かと思いきや満員。臨時バスを呼ぶか
ら待ってくれと運転手さん。少し前に
わざわざ止まってくれた路線バスが恨
めしかったが、臨時バスはタクシー並
みで我々だけを乗せノンストップで河
口湖駅到着､文句の付け様がない。今
回は少しハードだったけれど、皆様に
お世話になりながら変化に富んだ楽し
さ倍増の､又更に上へ目指しての山行
でした。こんな山行又したいですね。
宜しくお願いします。 )^o^(

（記・中村 友子）
（写真提供・涌井良明／石原勝正）


